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鼻性NK/T細胞リンパ腫におけるケモカインの発現とその役割
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鼻性ＮＫ/r細胞リンパ肱は鼻腔や咽頭に初発し，顔面正中部に沿って進行する壊死性の肉芽腫性病変を主体と

するＮＫ細胞あるいはY6T細胞由来のＥＢウイルス陽性悪性リンパ腫であり，病理組織学的には腫癌細胞と炎症

細胞浸潤が混在するという特徴を有する。本疾患におけるケモカインの発現とその役割に関する検討はほとん

どなされておらず，腫傷組織内に浸潤している炎症細胞が腫傷細胞に与える影響や，腫傷細胞が産生するケモ

カインと炎症細胞の関連についても報告されていない。我々の研究結果より，本疾患において特異的に発現し

ているケモカインが数種類同定され，一部のケモカインはオートクライン作用で腫傷細胞の浸潤能冗進に関与

していることが明らかとなった。また，これらのケモカインのパラクライン作用が．高度の炎症細胞浸潤に寄

与している可能性が高い。さらに，生検組織を用いた検討で腫傷細胞周囲に単球の集積を認めると共に，腫傷

細胞と単球を共培養するとl匝腸細胞の瑚砿が認められ，その作用はＥＢウイルス蛋白であるＬＭＰ－１を介してい

ると考えられた。以上より，炎症細胞の中でも蹴球が腫甥の増殖や進展に対して重要な役割を果たしており，

腫癌細胞から産生される一部のケモカインが単球の遊走を誘導していると考えられる。
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はじめに

鼻性ＮＫ/Ｔ細胞リンパ腫は鼻腔や口蓋といった頭頚部領

域正中部に壊死性肉芽腫性病変を形成するＮＫまたはY6T

細胞由来の悪性リンパ腫である。脇所浸潤や遠隔転移を急

速にきたす予後不良の疾患であり，治療を念頭に稲いた肱

傷特性の理解が早急に求められている。我々は，腫腸細胞

にEpstein-Barrvirus（EBV）が感染していることを証明し')，

さらに腫傷細胞が産生するIL-9やIL-10などのサイトカ

インが直接，あるいは間接的に腫傷増殖に寄与することを

明らかにしてきた率)｡最近，いくつかの悪性腫傷において，

細胞遊走を主要な作用とする種々のケモカインが腫傷増

殖，アポトーシス抑制，細胞浸潤能の冗進に関与すること

が報告されている4)。さらに，ＥＢＶ感染によって発現が誘

導されるケモカインも報告されている争8)。しかし，本疾

患におけるケモカイン発現の検討はほとんど行われてい

ない。

また，近年の研究成果より．悪性腫傷の増殖．進展に
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周囲の炎症細胞が大きな役割を担うことが報告されてい

る9JO)。本リンパ腫は病巣への腫傷細胞浸潤の他に著しい

炎症細胞浸潤を特徴としており，腫傷組織中の炎症細胞が

腫甥の蛸殖・進肢に深く関連している可能性がある。もし

腫腸細胞が種々のケモカインを産生するならば．それらに

より炎症細胞が腫傷組織中へと遊走・浸潤していることが

考えられる。

本稿では，鼻性ＮＫ/T細胞リンパ腫で発現が認められる

ケモカインとその作用に関して我々の研究結果を紹介する

とともに，腫傷細胞と炎症細胞特に単球との関係につい

て，考えられるケモカインの役割も含め概説する。

鼻性ＮＫ/Ｔ細胞リンパ腫で

発現が認められるケモカイン

鼻性ＮＫ/Ｔ細胞リンパ腫におけるケモカイン発現を網羅

的に調べるために，本リンパ腫細胞株の培養上清を用いて

ケモカインアレイを施行した。鼻性ＮＫ/Ｔ細胞リンパ腫細

胞株として，ＥＢＶ陽性かつウイルス蛋白であるLMP-1陽

性であるＳＮＫ６，ＳＮＴ８，ＳＮＫ１を用いた。対照として鼻性

NK/Ｔ細胞リンパ肱以外のＮＫ細胞株であり，ＥＢＶ陰性で

あるKHYG1を用いた。ケモカインァレイの結果，鼻性

NK/T細胞リンパ肱細胞株においてＫＨＹＧ１より右意に発

現が上昇しているケモカインとしてIP-101')，ＴARC，MDC．
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